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    In this study， we compared the eficiency of hemodialysis between single needle system

 （5hr／run and 6 hr／run） and dottble needle system （5 hr／run）．

   Results were as follows；

    （1） ％ removal of BUN； single needle dialysis 5 hr／run： 49．7％， single needle dialysis 6

hr／run： 54．1％， double needle dialysis 5 hr／run： 54，7％．

    （2） ％ re血oval Qf creatinine； single needle dialysis 5 hr／run二 46．2％， single needle

dialysis 6 hr／run： 50．0％， double need｝e dialysis 5 hr／run： 53．0％．

    （3） ％ removal of uric acid； s5ngle needle dialysis 5 hrfrun： 46．7％， single needle

dialysis 6 hr／rUn ： 49．2％， double needle dialysis 5 hr／run ： 58．1％・

    （4） ％removal of P；single needle dialysis 5 hr／rur1二32．4％， single needle dialysis 6 hr

／run：37．2％， double needle dia互ysis 6 hr／run＝45．工％．

   （5） Comparison of ultrafiltration； single needle dialysis 5－hr／run： 1．6 kg， single needle

dialysis 6 hr／run： 1．8kg， double needle dialysis 6 hr／run： 2．lkg．

   （6） Correction of serum electrolytes， osmolality and acidosis； we found no significant

di丘erences of them between single needle system and double needle system．

   The s量ngユe needユe dia玉ysis is sj皿pユe and safe， but， because of decreased efficiency of

this system， it should be applied t・o the fistula－dialysis with one small segment of a fistula

vessel．

   Extension of dialysis time would be necessary as compared with times which were op－

ti皿al for double needle dialysis，
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宮本・ほか：Single Needle Dialysis

 1966年，Bresciaら1）が，皮下で動静脈痩をつくる

いわゆる internal arteriovenous shunt（A・V丘s－

tula）を開発したが，これによって長期血液透析患者

のシャントの管理が，外シャントに比較し，より容易

かつより完全になった．

 本邦においても，この内シャントの有用性の認識の

もとに，しだいに外シャントから内シャントに転換さ

れる傾向である．

 小高2）の集計によると，1973年12月末現在では，本

邦では慢性血液透析患者の38．7％が外シャントで，

61．3％が内シャントにて血液透析をうけている．

 市立三笠総合病院人工腎センターにおいても，1975

年6月現在，慢性血液透析患者23名の全員が内シャン

トにて血液透析をうけている．

 しかし，内シャントにおいては，透析のたびごとに

動脈側および静脈側に穿刺しなければならず，さらに

は，じゅうぶんなる血液流量を得ようと，内径の大き

な穿刺針を使用すれば，穿刺技術の困難性，穿刺時の

雑学，血管に対するダメージなどが問題となる．

 1972年，Koppら3）は，内シャントにおいて1本の穿

刺針によって血液透析をおこなう，いわゆるsingle

needle dialysisを発表して，従来のdouble needle

dialysisと比較して，血液透析時に穿刺が1回です

むこと，血管に対する損傷の減少，穿刺時の患者に

対する終痛の軽減などをメリットとして述べ，透析

効率の面からも，single needle dialysisはdouble

needle dialysisとの間に大差がないと報告している．

 われわれは，慢性血液透析患者において， この

single needle dialysisとdouble needle dialysis

との透析効率を比較検討したので，その成績を報告す

る．

対象および検査項目

 対象は，市立三笠総合病院人工腎センターにおい

て慢性血液透析をうけている腎不全患者で，single

needle dialysisについては，5時間透析群6名，6

時間透析群8名，double needle dialysisは5時間

透析とし，7名である。

 上記の透析外間における，透析前後のBUN，クレ

アチニン，尿酸，Pの変化，および透析による除水

量，さらに血清電解質，浸透圧，アチドーシスの補正

について比較検討した．

透 析 条 件

透析条件は，single needle dialysis， double nee一

dle dialysisともに， dialyserはEX－23（Extra－

corporeal社製）を使用した．

 透析液濃度は，Na 130 mEq／L， K 2，01nEq／L， C1

103mEq／L， Ca 6．Omg／dl，浸透圧290 mOsm／しと

した．

 血液流量は200ml／min，限外ろ過圧はiOOmmHg，

透析液流量は500 ml i’minに設定した．

 Double needle dialysisでは，動・静脈側ともに

翼状針15G（Top社製）を使用した．

 Single needle dialysisでは，穿刺針はuniPunc－

ture catheter 14G（Vital Assists社製， Fig．1）

を使用し，control systemはunipuncture controI

Fig， 1． Unipuncture catheter．

    Manufacture： Vital Assists， lnc，

i欝…1

鍾

繍麟

Fig． 2， Double solenoid clamp for alternating

    occulsion of inflow and outflow line．

    Manufacture： Vital Assists， lnc．
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Fig． 3． Single needle pressure monitor．
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Fig． 6．
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system（Vital Assists社製， Fig．2，3）を使用した．

 また，single needle dialysisでをま， blood return

time 1．，4秒， stroke volumeを10m1に設．定した．

           結     果

 Single needle 5時間透析， single needle 6時間

透析， double needle 5時間透析の，透析前後の

BUN，クレアチニン，尿酸， Pの変化をFig．4～7に

示した．

上記獺の除矧翻鵯譜後値・1・・）を・・

較してみると，Table 1に示すごとく， BUNの除去

率は，single needle 5時間透析では49．7％， single

needle 6時間透析では54．1％， double needle 5時

    Table 1． Results of ％ remoyal of BUN，

                    single needle

                       5 hr／run

                               897

間透析では54．7％であった．

 クレアチニン除去率は，single needle 5時間透析

で46．2％；single needle 6時間透析で50．O％， dou－

ble lleedle 5時間透析で53．0％であった．

 尿酸の除去率は．，single needle 5時間透析では

46．7％，sin91e needle 6時間透析では49．2％，． dou－

ble needle 5時間透析では58．1％であった．

 またPの除去率は，single needle 5時間透析で

32．4％，single needle 6時間透析で37。2％， double

needle 5時間透析で45．1％であっ．た．

 透析後の体重減．少についてみると（Table 2）， sin－

gle needle 5時間透析では1．6kg， single needle

6時間透析では1．8kg， doubユe needle 5時間透析

creatinine， uric acid and P．

   single needle double need！e

     6 hr／run 5 hr／run

BUN 49．7 毫 54．1 争 54．7 毛

creatlnine 46．2 50．0 53．0

uric acid 46．7 49．2 58．1

P 32．4 37．2 45．1

Table 2， Comparison of ultrafiltration be“・veen single needle dialysis and double needle

dialysis．

single needle

  5 hr／run

sinigle needle double needle

  6 hr／run 5 hr／run

u 1． trafiltrat ion i．6 Kg 1．8 Kg 2．1 Kg

Table 3． Correction of serum electrolytes， osmolality and acidosis．

                single needle single needle double needle

                  S hr／run 6 hr／run ’ 5 hr／run

Na

K

Cl

Ca

137

3．8

93

10．9

mEq／L 134

3．8

94

10．4

mEq／L’ 135

3．6

96

10．7

mEq／L

HCO3騨

pH

，osmolality

19．1 iiiMIL

7．37

292 mOs／L

20．6 mM／L

 7．48

300 mos／L

19．9 inbf／－L

 7．39

292    皿Os／1」
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では2．1kgであった．

 血清電解質，浸透圧，アチドーシスの補正について

みると，Table 3に示すように， single needle 5時

間透析，single needle 6時間透析， double needle

5時間透析の3者間に著明な差はみられなかった．

考 察

 One－cannula hemodialysisについては，1964年

Twiss4）が，下大静脈にカニュレーションして血液透

析をおこなう方法を報告している，Twissによると，

使用したcannulaの再循環血液量は5mlで，32回

の血液透析にて，urea clearanceが60～130皿1／min

と，満足すべき結果を得たと述べている．またこの方

法によって，急性腎不全患者に対して，くり返し血液

透析が可能であると述べている． しかし，Twissの

このアイデアは， Koppがsingle needle dialysis

を発表するまでは注目されなかった．

 1971年，Koppら3）は， arteriovenous fistuiaに

おいて1本の穿刺針にて血液透析をおこなう，いわゆ

るsingle needle dialysis（Fig．8）を発表して以来，

このsingle needle dialysisの’漫罵血液透析におけ

る応用がひろまった，
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Fig． 8． Schematic presentation of single needle

    syste皿（KOPPら3））．

 Koppらによると，この穿刺針の死腔は約0．6 ml

で，out一且owからin一且owへの血液の再循環量は

tota1且owの10％以下である．

 またLindholm5）は，回路内にかかる陰圧のため

に血液流量は一定せず，血液ポンプにおける血液流量

の設定量よりも， dialyser内の血液流量は減少して

いると述べている．

 したがって，single needle dialysisの効率は，同

じ透析時間であればdouble needle dialysisのそれ

よりも劣ることは明らかである．今回のわれわれの成

績でも，同じ透析時間であれば，single needle dia－

1ysisの効率はdouble needle dialysisより低く， ・19

性血液透析においてdouble needle 5時間透析に匹

敵する効率を得るためには，single needle dialysis

では6時間以上の透析時間が必要である．

 また，水分除去の面からみると，double needle 5

時聞透析では，今回の透析条件下で2．！kgの体重減

少があるのに対し，single needle 6時間透析では

1．8kgの減少であったことから，厳重な水分管理が

必要な患者への長期にわたるsingle needle dialysis

の応用は問題があろう．

 一方，single needle dialysisによって，血管穿

刺回数が減少することで，血管に対するダメージが少

なくなる．しかも1回の穿刺ですむことにより，手技

がより簡単になり，将来家庭透析がよりひろくおこな

われるようになると，大きなメリットになるであろ

う．患者にとっても，穿刺に伴う落丁も少なくなり，

さらに，穿刺時の血液の損失する危険性もより減少す

る．

 KoPPら3）によると， single needle dialysisで

は，穿刺平内での血液再循環のため，high osmotic

substanceの除去がおくれることにより，患者が頭

痛，痙れんなどの症状を訴えることが少ないとされて

いる．われわれは，このsingle needle systemに

よって長期に血液透析をおこなった経験がないので，

患者がこのようなdisequilibrium syndromeの症

状を訴えることが少なくなるかどうか，に関しては知

見がない．

 以上述べたsingle needle dialysisのメリット，

デメリットを考えあわせて，われわれは現在のとこ

ろ，慢性血液透析におけるsingle needle dialysis

の適応は，1ヵ所しか穿刺でぎず，しかも血液流量が

200ml／rnin以上ある患者に限っており，しかも透析

時間は6時間以上としている．表在化動脈をblood

accessとする患者においては，高い動脈圧のため回

路から体内に血液がもどりにくいので有用ではない3）．

 血液流量が200 m1／min以下のとぎはA－V fistula

の再建を考慮すべきであると考える．

結 語

 1）慢性血液透析において，single needle dialy－

sisとdouble needle dialysisの効率を比較検討し

た．

 2）BUN，クレアチニン，尿酸Pの除去率をみる

と，同じ透析時点であれば，double needle dialysis

はsingle needle dialysisより優れており， double
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needle 5時間透析と同じ透析効率を得るためには，

single needle dialysisでV： 6時間以上の透析が必要

であろう．

 3）血清電解質，浸透圧，アチドーシスの補正では

single needle dialysisとdouble needle dialy§is

とに差はみられなかった．

 4）水分除去の面からは，厳重な水分管理を必要と

する患者を長期間single needle systemで透析す

る場合には，透析時間を長くするか，あるいは除水効

率のよいdialyserを使用すべきと考える．

 本稿の要旨は，第6回北海道人工透析研究会，および，第

224回日本泌尿器科学会北海道地方会において発表した．
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